
こ
・オートファジーの話題は、嬉しいですね。（齊藤）

酵母菌　自食作用で　生き残る

・楽しいような、哀しいような。（星野）

コロナ禍で　食べる楽しみ　独り占め

プロトン

チョ娘

青空広子

・光と水をエネルギーに変える。これだけ見るととてもシンプルですが、とても真似できな
   いほど複雑でたくさんの回路が動いています。（中井）

・自然界は、ヒトが生み出す技術とはまったく違う方法で動いている、ということを実感します。
   技術の見直しがここにあり。（星野）

光合成 シンプルなのに まねできぬ j

・ホタテの目は貝ひも部分！（齊藤）

・６・５で言いっぱなして突き放され、なんだかそわそわと不安にさせられます。ホタテ貝は、
   私たちとはだいぶん違った生き方、体の構造ですが確かに動物の仲間、歴史を遡ればどこかで
   共通祖先から分かれた。不思議だなあと改めて思います。（村田）

こちらを見るホタテの目

・最適な環境はいろいろですね。真正細菌と古細菌は氷の下、地下数キロにもいるし、
   大気圏ギリギリのあたりにいるものもいるそうです。（齊藤）

好熱菌　熱い温泉も　♪いい湯だな♪ 煌

・全体としてはずっと長く続いていく生きものの時間を、自分という個はどれくらい
   みていられるのだろう？（齊藤）

・私という個体の一生には限りがあるけれど、世代交代を経て続く未来へ思いを馳せる
   想像力を持っているのがヒトですね。（村田）
・ヒトならではの目線でしょうか。世代について考えさせてくれます。（星野）

子がやがて親になる日の我はあらんか 七ヶ浜、震災遺構

・人の目には顔や目玉にみえる翅の模様は、鳥や他の昆虫にも同じように見えている
   のでしょうか？見事すぎて不思議に思ってしまいます。（齊藤）

・ヒトがぎょっとするような模様や色合いは、天敵となる鳥なども同じように感じて
   いるんですね。（中井）
・擬態の例をうまく読まれているなあと思いました。（星野）

恐い顔　巨大な目玉　毒の色　食べてくれるな　蝶の擬態
ことちゃん

スタッフによる選


